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論 文 内 容 の 要 旨

本論文は,土 トリル化合物を分解する微生物を自然界より多数分離し,分解経路を明らかにするととも

に分解に関与する酵素類の諸性質を究明した結果をまとめたものである｡

低級脂肪族ニ トリルおよび トリアクリロニ トリルを炭素源,あるいは窒素源として生育する菌株を自然

界より多数分離した｡分離菌の中にはアクリロニ トリル,あるいはダルクロニ トリルに生育する菌株があ

り,それらは従来報告されていないものであった｡

それぞれの分離菌株によるニ トリルの代謝産物を単離,同定 して分解経路を追究した｡いずれの菌株に

もニ トリルを対応するカルボン酸とアンモニアに分解したが,中間体としてアミドを生成する菌株と,坐

成 しない菌株に大別された｡

ニ トリル化合物の分解に関与する酵素としては,ニ トリルをカルボン酸とアンモニアに分解するニトリ

ラ-ゼが知られていた｡分離菌 Arthrobactersp･によるアセトニ トリルの分解酵素について検討したが,

ニ トリラーゼ活性がニ トリルを水和する画分とアミダーゼの画分に分離することを兄いだした｡両酵素を

それぞれ均一に精製し,酵素化学的諸性質を明らかにした｡とくに前者は,炭素数が2から5の低級脂肪

族ニ トリルを水和し,対応するアミドを生成する酵素で,従来報告されているニ トリラーゼとは異なる酵

素であり,ニ トリルヒドラターゼと命名した｡

各種低級脂肪族ニ トリルを窒素源として生育する多数の菌株より,アクリロニ トリルを水和し,アクリ

ルアミドを生成するニ トリルヒドラターゼ活性の高い菌株を分離した｡これらの菌株は,Acz'nelobacter属

および Pseudomona∫属に属する細菌であった｡これらの菌体の培養液,あるいは菌体を直接触媒的に用

いるアクリルアミドの大量調製について,反応の諸条件を検討した｡最適条件下では,培養液を用いたと

きは約 100g/liter,菌体を用いたときは約 400g/literのアクリルアミドを,それぞれ約100%の収率で調製

することができた｡
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

ニ トリル化合物の中には猛毒性あるいは難分解性を示すものが多く,また微生物による分解機構につい

てはほとんど解明されていない｡

著者は,ニトリル化合物を炭素源,あるいは窒素源として利用しうる微生物を自然界より多数分離し,

これらの菌株によるニトリル化合物の分解経路を明らかにするとともに分解に関与する酵素を単離して諸

性質を究明した｡

著者は,まず低級脂肪族ニ トリルおよび トリアクリロニ トリルを炭素源,あるいは窒素源として生育す

る菌株を多数分離し,それぞれの代謝産物を単離,同定した｡いずれもニトリルを対応するカルボン酸と

アンモニアに分解したが,中間体としてアミドを生成する菌株と,生成しない菌株に大別された｡

ニ トリル化合物の分解に関与する酵素としては,従来ニ トリルをカルボン酸とアンモニアに分解するニ

トリラーゼが知られているにすぎない｡著者は,分離菌 Arthrobactersp.によるアセトニ トリルの分解酵

素について検討し,ニ トリラーゼ活性をニ トリルを水和する画分とアミダーゼ画分に分離することに成功

し,両酵素をそれぞれ均一に精製して諸性質を解明した｡前者は,炭素数が2から5の低級脂肪族ニ トリ

ルを水和し,対応するアミドを生成する酵素であり,従来報告されているニ トリラ-ゼとは異なる酵素で

あって,新酵素として "ニトリルヒドラターゼ"と命名した｡

上記のように著者は,ニトリルヒドラターゼとアミダーゼの2種類の酵素が関与するニトリルの分解経

路を明らかにしたが,これらの両酵素は,それぞれ猛毒性を示すアクリロニトリルおよびアクリルアミド

を良い基質として分解することができる｡

さらに著者は,ニトリルヒドラターゼをアクリロニ トリルからアクリルアミドの大量調製に応用するこ

とを目的として,ニ トリルヒドラターゼ生産菌を探索 し,Acz'ndobacter属およびPJ･eudomona∫属に属す

る高活性細菌をえた｡これらの細菌の培養液,あるいは菌体を直接触媒的に用いるアクリルアミドの調製

について反応の諸条件を検討し,約 400g/literのアクリルアミドを,収率約100%でえることに成功した

た｡

上記のように本論文は,微生物によるニトリル化合物の分解経路を酵素レベルで明らかにするとともに,

ニトリルヒドラターゼを応用するアミドの新しい生産法の基礎を確立したものであり,醸酵生理学,応用

微生物学に貢献するところが大きい｡

よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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